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緒 言

著 者 は襲 に 第II報 ～第V報(,36,,39,'40,,41)に 於 て,此 種 の翅 鞘 斑 紋 の諸 型 中ooπ8p蜘 αン

9初 伽,d観 伽0脇,加 侃8砂 θ幅!α80iα,8P6C伽 わ粥8,γ08砂 磁 α,砺 獅 副8,プ0γ 伽 昭 α,α襯0α 及 び

8蛎oo伽6α に つ き報 告 し孕 第VI報('42)に 於 て8賜co伽6α の6亜 型 帥 ち8鋭60伽 α一ヱ,8駕oo厩 α一2,

8祝oo伽 α一3・8価oo伽 θ研4,8駕oo伽 θα一5及 び8鵬 晦6α 一6に つ き報 告 し,第VII報('43)に 於 て は

翻 卿 傭 の3亜 型 即 ち ㈱ 卿 鷹8一ヱ(ホ モで は存 在 せ ず),粥 〃γ繊8「2及 び α彫 傾8-3(ホ モ で は

存 在 せ ず)並 び に α漉oα の2亜 型 即 ち α漉oα 一ヱ及 び α翻oα 一2に つ い て報 告 した 。 而 して 之 等

は 何 れ も常 染 色 艦 上 に あ る複 蜀 因 子 の 一 に依 る こ とを述 べ た 。 本 文 に於 て は 其 後 の研 究 に よ り

明 に なつ た8初06を?z6α の2亜 型(8%oo伽6α 一7,8秘oo伽 θα一8)及 び α∬劉 翻8の3亜 型(α 耀r溜8-4,

傭 〃γ翻8r5,傭 卿di8-6)に つ い て 報 告 しよ う と思 ふ 。

本 論 文 を草 す る に 當 り御 懇 篤 な る御 指導 と御 校 閲 を 賜 つ た 駒 井 卓 教 授 に饗 し篤 く感 謝 の意 を

表 す 。 猶 本 研 究 の 爲 に研 究 補 助 費 を賜 つ た 日本學 術 振 興 會 に野 して も併 せ て謝 意 を 表 す 。

翅鞘 斑 紋の記載

本實 験中で取扱 つた8物oo伽6α の2亜 型及 び αω卿 醗8の3亜 型 の特 徴は次9)通 りで ある。筒

記載 中 の8粥o伽 θα の黒黙 の名稻 は第V工 報,側 解擁8の 紅紋 の名稻 は第VII報 に從ふ0

8駕頗 粥α一7と8窃06伽 θα一2と のヘテ ロ(第1,2圖)一 ゴ黙 を敏 き,∂,6,ノ,g,1↓ 及 び 客の6黙 が

互 に合着 し,9及 び ②は夫 々翅鞘 の縁 に滑 つて後方 に 幾 分延びて ゐる(第1圖 渇 叉9及 び 唇の

後 方 に延 びてゐる部 分はう更 に内側 に轡 曲 し,プ は翅鞘 の外緩 まで達 して ゐる(第2圖)。

ホモの8初o乞粥 α一7(第3～5圖)一 前記 の轡 曲部は互 に合着 し,9,乃,iの3黙 の中に圓形 の紅

紋 をつ くり,9及 び 費ま更 に後方 に延 びてゐ る(第3,4圖),dも 翅鞘 の縁 まで達 し,∫ と 盛との

間 の紅色部 は黒化 してゐ る(第5圖)。

8祝06血6α一8と8暢c廉 θα一2と の ヘテ ロ(第6')8圖)一8駕oo盛7z6α一8は ホモ が 存在 しない 爲,

8駕oo舳θα一2(此型 を30。C前 後で飼育す る と黒黙が現れ ない)と のヘテ ロを 串0。C前後で飼育 した

場合 について記載 す る。

此 ヘテ ロは黒黙 を全 然敏 くか(第6圖),プ 及び木明瞭 なる θを有す るか(第7圖),叉 は ε,ア,

乃,君と不明瞭 な為4黙o・d・9・ ブを有す る(第 ノ8圖)・

ホモの 傭 〃γ翻 翫4(第9圖)一4を 敏 き,他 の紅紋 は掲 立 してゐ る。



1943年12月 星 野:テ ン トウムシ の 遣 傳 學 的 研 究VII工 259

鰯 沸d呼4と8螂o伽 θα一2と の ヘテ ロ(第10,11圖)一 ∠ を敏 き,Bと0と が微 に合着 してゐ

る(第10圖),時 として極 めて微小 な ・4があっ一亡.Bと0 、とは合着 してゐ る(第:11圖)。

ααッγ翅8r5と8鵬o伽 即一2と の ヘテ ロ(第12(・14圖)一 全紅 紋は濁立 して居 り,0は 卵形 を呈

し,刀 は前後 に稽細長 く延 びてゐ る(第1自 圖),時 として0と 刀 とが 合着 し(第13圖),或 は

.4と0,.BとE,0・ と ヱ),0とE及 び 刀 と ∬ とが夫 々合着 してゐる(第14圖)。

ホモの 傭 解翻 翫6(第15,16圖)一 〇が最大,』 が最小 で,Bと0と が 微に合着 して ゐる(第
し ヒ

ユ5圖),叉 は.4が 最小で,Bと0と が完 全 に合着 してゐる(第16圖)。

本塑は 薦沸 伽 一4と 類 似 して ゐるが,』 が必ず現れ る事 どBとoと は常 に 合着 して ゐる事:

とに よつて明か に匠別す る事:が出來 る(飼 育温度3Q。c)。

  1, 2, succinea-7 ~. succinea-2 (pnp7) ; 35, succinea-7 (p7p7) ; G--8, succinea-s 
   t. succinea-2 t ^T (p'p8) ; 9, *o ~ axuridis-4 (PA-44PA-4) ; 10, 11, axyridis--4 succinea. 2 
   Lo^7tz (PA-'p2); 12--14, axyridis-5 succinea-2 o'-5'P (Pl 5p2),; 15,16, *o ~ a,xyi°idis-G 

(PA-6P1-6) . 

  I. succinea-7 succinea-7 succinea-x 0) -5 ~~ 

conspicua succinea 0) t ~, conspicua succinea-7 0- ~ R, 

conspieua ? succinea-x ,~ o)-T o f succinea }[ 1:1: 2 o~ ~' j ( 1 ) 

            1 Suecinea 7 succinea-x T (p7px) conspicua 
                       succinea T u $ (Pcp) n)
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之 の交 配 か ら得 たoo郷 μo鰯 と8πoo伽 θα一7、との ヘ テ 戸同 士 の交 配 か らは ω η8ρ蜘 α(ホ モ の

60η8pi側 α と60π8μo脇 と8砲娚 伽 θα一7と の ヘ テ ロを含 む)と8秘oo伽 θα一9・とを凡3:1の 比 に

出 した(第2表)。

痂8伽 伽 と8初00伽 θα との ヘテ ロ(野 外 探 集)と8pθ0励 搦8と8賜00伽 θα一2と の ヘ テ ロ(交 配

番 號354よ り一 第ylI報 参 照)と の交 配 か ら得 た 伽 伽o如 と8鵬o吻 α一2と の ヘテ ロに交 酌 番

號370か ら得 たoo器P蜘 α と8窃oo伽6α 一7と の ヘ テ ロを 交 配 した と こ ろ,ooη8P碗 α と 傭 伽o脇

との ヘテ ロ,CO%8μo襯 と8初0脇 θα一2と の ヘ テ ロ,醗8伽0脇 と8粥0伽6α 一7と の ヘ テ ロ及 び

甜oo伽 θα一2と 側oo伽 θα一7と の ヘ テ ロの4型 を 略 同 撒 つ つ 出 した(1第3i表)。

以 上 の 實 験 に よ り,8秘oo伽6α 一7因 子 は 既 報 の 諸 因子 と同 じ 複 甥 因 子 群 に 属 す る事,ホ モ の

8初o幽 θ伽7が 存 在 す る事,及 び此 型 は既 に報 告 した6系 統 の 鮒 幽 θα の何 れ と も 全 く趣 を異

に して ゐ る事 が わ か る(第1β 》5圖)。

11・sπccδ ηθα一8に 關 ず る實 駿 交 配 番 號357(第VII報 参 照)か ら得 た α翻oα 一ヱ と8賜o・

o伽 θα一2と の ヘ テ ロに,・野 外 で 採 集 した 醐 沸 伽 と8㍑ 伽 θα一8と の ヘ テ ロ を か けた とこ ろ,

α∬解 薦 ね と α襯oαrヱ との ヘテ ロ・α卿 幅漉8と 翻oo伽 θα一2と の ヘ テ ロ,α 刎初αFヱ と
.甜oo伽 θα}8

と の ヘ テ ロ,及 び8初o伽 θα一2と8秘6・6伽6α 一8と の ヘ テ ロ の4型 を 凡1:1:1:1の 比 に出 した

(第4表)。

上 の交 配 か ら得 た 翻 蜘 遅 と8駕oo脇 θα一8と の ヘテ ロ に 側 沸 伽 と8賜oo伽 θα との ヘ テ ロ

(野 外 採 集)とoo器p蜘 α と8窃oo伽 θα一2と の ヘ テ ロ(交 配 番 號353よ り一 第VII報 参 照)と

の交 配 か ら得 た 鰯 望 鰯8と8駕o伽6α 一2と の ヘ テ ロを交 配 した とこ ろ,側 望翻8と α昭ooト ヱ

との ヘ テ ロ,α 耀 短鷹8と8初oo伽 θα一8と のヘ テ ロ,α 漉o伽 ヱ と8粥o伽 θ傷2と の ヘ テ ロ及 び

甜00珈 θα一21と8榔6伽 α一8と の ヘ テ ロを 略 同 藪 つ つ 出 した(第5表)。

第2表o・%8卿 照 と8初 ・伽 α一7と の ヘ テ ・(Pσ ρり 同士 の 交 配

第3表 測8伽 磁 と8窃oo伽6α 一2と の ヘ テ ロ ♀(PDp2)とooπ8μo拐 α と

8粥o伽6研7と の ヘ テ ロ6(Pｰp')と の 交 配
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交 配 番 號372か ら得 た α漉oα 一ヱ と8拐oo脇 θα一8と の ヘ テ ロ同 士 の交 配 か らは α翻o(冠(ホ モ

の α顧oα 一ヱ と α翻oα 一ヱ と8賜oo`粥 α一8と の ヘ テ ロ とを 含 む)の み を 出 し,8駕ooi?zθ α一8は1頭

も生 じな か つ た(第6表)o

以 上 の 實 験 か ら,8駕oo伽 伽8因 子 も亦 既 報 の 諸 因 子 と同 じ 複 蜀 因子 群 に 属 して ゐ る事 及 び

8秘60伽6α一2と8駕oo伽6α 一8と の ヘ テ ロ を30。C前 後 の濫 度 で飼 育 す る と,そ の表 現 型 は今 ま で報

告 した 何 れ の8?ぜ60伽 θα と も趣 を 異 に した 攣 異 状 態 を 示 して ゐ る 事 が わ か る(第6(・8圖)。 尚

他 の8免400伽 θα と著 し く異 る特 徴 は ホ モ の個 騰 が 存 在 しな い事 で あ る。

IIL・ ακμア∫♂∫s-4に 關す る 實 験 ,交 配 番 號357(第VII報 参 照)か ら得 た α醐oα4と8物o-

o伽 θ伽2と の ヘ テ ロ と野 外 で探 集 した 鰯 〃γ翻8-4と8窃o伽 θα との ヘ テ 旨を 。交 配 した とこ ろ,

α劣脚 弼僧一4と α蜥0α 門■ との ヘテ 官,侃y蛇 醗8-4と 甜00伽 θα一2と の ヘテ ロ,傭Z勿 α一ヱ と 甜00厩 θα

との ヘ テL官及 び8駕oo⑫ θα の4型 を凡1:1:1:1の 比 に出 した(第7表)。

第4表 珈 伽 α一ヱ と8拐 ・伽 θ翫2『 との ヘ テ ロ ♀(P蝕 ザ)と 鰯 解d伽 と

8粥o伽 θα一8と の ヘ テ ロ(pA8p)と の 交配

第5表 オ 編 勿α一ヱ と 甜oo:伽 θα一8と の ヘ テ ロ ♀(P肋 一1P8)と αω解 薦 留 と

甜06伽 θα一2と の ヘ テ ロ ♂(P且P2)と ・の交 配

第6表4晒 確 一ヱ と8駕oo伽 θα一8と の ヘ テ ロ(P鵡 『1jP8)同士 の 交 配
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上 の交 配 か ら得 た 鰯 沸d呼4と α脇oα 一ヱ との ヘ テ ロ 同士 の交 配 か らは,α卿 畷 蕗一4,醐 卿 伽 一4

と α翻oα 一!と の ヘ テ ロ及 び α翻oα 一!を 凡 ・1:2:1の 比 に出 した(第8表)。

交 配 番 號372か ら得 た α劣脚 禰8-4と8拐oo伽6α72と の ヘ テ ロを 薦 ッγ醗8一 ヱ と8窃ooi?@6α一2と

の ヘテ ・(交 配 番 號357よ り一 第VII報 参 照)と ・・脚 燃 と 欄 吻 θα との ヘ テb(野 外 探

集)と の交 配 か ら得 た60%8P醜 α と8秘oo伽 α一2と の 昏テ 戸 に交 配 した と こ ろ,00?Z8p蜘 α『と

αω解 偏 惚一4と の ヘ テ ロ,00η8p勿 協 と 甜00伽 θα一2と の ヘ テ ロ,傭 解 甑8-4と8粥o伽 θα一2と の

ヘ テ ロ及 び8蕊oo伽 θα一2の4型 を 凡1:1:1:1の 比 に出 した(第9表)。

即 ち 側〃γ麟8-4因 子 も亦既報 の諸因子 と同 じ複甥 因子群 に属 し,ホ モ も存在す る事が わかる。

そ して叉本型 と8駕oo伽 θα「21とのヘテ ロを「30。Cの 定温器 中で飼育 す る と,本 型固 有 の表現型

第'7 .表 ■翻6α 一ヱ と8駕o伽 θα一2と の ヘ テ ・ 軟P朗P2)

8粥o伽 θα との ヘ テ ロ ♂(ヱ)五}4ρ)と'の 交 配

と αω暫㌍批況8-4と

第8表 廊 〃γ翻8-4と 側 伽 α一ヱ との ヘ テ ロ(P澄 一ザ 魑一1)同 士 の 交 配

第9表 Oo9噸o脇 と8駕oo伽 θα一2と の ム テ ロ ♀(PσP2)と 傭 卿d②8-4と

8切o伽 θα一2と の ヘ テ .ロ'♂(ヱ)ル4z)2)と の 交 配
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を 示 し,既 に報 告 した3系 統 の 傭 解 翻8の 何 れ とも明 か に 逼 別 す る 事:が 出 來 る(第10,11圖)。

'尚ホ モ の 伽 望 翻8-4も α耀 γ鰯8 -4と8窃oo伽6α 一2と の ヘ テ 買 と略 同様 で あ るが,紅 紋 が 幾 分 小

で あ る(第9圖)。

IV.α κ〃r鰯8-5に 關 す る實 瞼 野 外 で採 集 した 薦 ッγ翻8-5と8秘oo伽 θα との ヘ テ ロ と交 配 番

號353(第VII報 蓼 照)か ら得 た60π8ρ 蜘 α と8πoo伽6α 一2と の ヘテ ロ との交 配 か ら はooη8P伽 α

と 薦 劉 畝8-5と の ヘテ ロ,60?z3μ 側 α と8粥o伽 θα との ヘ テ ロ,α ω解 粥ね一5と8蜘o伽oα 一9と

の ヘ テ ロ及 び8駕ooi?zθ α の4型 を凡 、1:1:1:1の 比 に出 した(第10表)・

この 交配 から 鰯 〃γ翻8-5因 子 も 亦既報 の 諸因子 と同 じ 複甥因子群 に 騒 し,側 塑 醗醗5と

椰66伽 θ伽2と のヘテ ロは他の何 れ の αω解翻8と も明か に雇別 し得 る本 型固有の表現型を示 して

ゐ る事が わか る(第12'》 ユ4圖,飼 育温度30。C)。

本系統 は1942年 の夏 に實験 牛に して死 に絶 えた爲,ホ モ個騰 の存否 は確 め る事 が 出來 なかつ

た。

V.α κ〃r鰯s-6に 關す る實瞼607乙8P蜘 α と 鰯 〃γ翻8-2と のヘテ ρ(交 配番號353よ り一

(第VII報 参 照)同 士の交 配か ら得たoo%8P蜘 α と α矧 γ禰8-2と のヘテ ロに野外か ら採集 した

欄 解捕8-6と 甜06伽6α との ベテ 官をかけた ところ,60僧 μ6燭 と 醐 劉翻8-6と の ヘテ 減と

α画 γ癩8@劉 繊8-2と 薦卿di8-6と のヘテ ロ及 び α彫 額8-2と8駕oo伽 α とのヘテ ロを含

む)が 各2頭 づっ生れ た(第11表)o

上 の交 配 か ら得 たoo呪8P伽 α と 傭@γ 舷8-6と め ヘ テ ロ同 士 の「交 配 か らは,oo粥 画 側 α,ooη 一

8ρ蜘 α と α卿 翻&一6と の ヘ テ ・ロ 及 び 傭 解 翻 醗6の3型 を 凡1:2:1の 比 に 出 した(第12

表)。

第10表 .動 望 掘 誌一5と8初00伽 θα と の ヘ テ ロ ♀(P五 一5P)と

甜 頗 擢 α諺 との ヘ テ ロ δ(Z,cp2〉 との 交 配

001η8Z泥o駕α と

第11表0・ 脚 伽 α と 燭 醐 乞8-2と の 一 テ ・ ♀(POP4-2)

甜oo伽 θα との ヘ テ ロ6<P孟 一6p)と の 交配

、と α卿 輔8-6と
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印 ち 傭 望蒲8-6因 子 も亦 既報 の諸因子 と同 じ複饗因子群 に属 し,ホ モ も存在す る事が わか る。

倫本系統 も1942年 の夏に實 験 の途 中で死 に絶 えた爲 本型 と8危`o伽θα一2と の ヘテ ロを作 る事

は出來 なか つたが,ホ モのものを30。Cで 飼育す る と第15,16圖 に示す如 く,本 型 固有 の表現型

を示 し,既 に報告 した5系 統 の 醐沸 伽 の何れ とも遜:別す る事 が出來 る。

要 約 及 考 察

1.本 報 告 中 で 取 扱 つ た8拐oo伽 θα の2亜 型 帥 と8駕oo伽 θα一7及 び8拐oo伽 θα一8並 び に 鰯 解 翻8

の3亜 型 印 ち αω解 彌8-4,α ω解 鰯8-5及 び ω 卿 ♂呼6に 甥 し,夫 々 〆,P8,.P五 一4,P莇 及 び.P且一6

な る因 子 符 號 を 與 へ る とす れ ば,次 の23因 子 は複 蜀 因子 系 を構 成 し,常 染 色 禮 上 に存 在 す る。

.Pσ 一6侃8μo脇 因 子(星 野,1936),Pσ 一g編 脇 因子('40), .PD一 醗8伽c伽 因 子('41),

が 一 オγα偉8捌8ザ α80脇 因 子('39),ps-8pθo励iZi8因 子('36),.PB一 ㌍08加α脇 因 子('41),

.P細 一 砺 ッγ甑8一 ヱ因 子('43),Pゑ 一2一 側 鍵 蛾8-2因 子('43),P且 一3一 傭 解 繊8-3因 子('43),

P小4一 備 卸 醗8一4因 子 苦,P且 一5一 鰯 解 甑8一5因 子 柴,P且 一6一 鰯 〃γ甑8-6因 子 静,.〆 一

!o喰 漁 因 子('39),P五 洞 一 α襯oα ・一ヱ 因 子('43),P鵡 一2一 α醐oα →2因 子('43),グ ー

8粥o伽 θα一ヱ 因 子('42),p2-8粥o伽 θα「2因 子('42),p3-8脚o伽 θα一3因 子('42),p4-

8粥o伽 θα一4因 子('42),p5-8初o伽 θα一5因 子('42),ガ ー8駕oo脇 θα一6因 子('42),p7-

8粥o伽 θαF7因 子 柴,ガ ー8粥o伽 θα一8因 子 憩
(幹 印は本報告申で獲表)

2.ρ8は 第VII報 で 報 告 したP飼 及 び が 一3の2因 子 と同様 に ホ モで は存 在 しな い 。恐 ら

くこ の 因子 自身が 致 死 作 用 を有 す るか,叉 は 致 死 因 子 と緊 密 に連 鎖 して を る ので あ ら う。

3.α 彫 鰯8一5は 實 験 の中 途 で死 に絶 え た 爲 ホ モ の存 否 は 不:明で あ る0

4.第V工 報 で 報 告 した6系 統 及 び 本 報 告 中 で取 扱 つ た2系 統 の8窃oo伽 θα は 夫 々 固有 な攣 異

歌 態 を示 して ゐ る爲,互 に匠 別 す 事 が 出 來 る。

5.第VI工 報 で 報 告 した3系 統 及 び 本 報 告 中 で 取 扱 つ た3系 統 の α卿 傾8の 各 を8秘oo伽 α

(30。C前 後 で 飼 育 す る と 黒 黙 を 全 然 敏 く系統 即 ち8初oo伽6α 一ヱ或 は8駕oo盛ηθα一ゼ)と ヘテ ロ に し

て30。Cの 定 盗 器 中 で 飼 育 す る と,夫 々特 有 な 形 状 の斑 紋 を示 す 爲,互 に匠 別 す る事 が 出 來 る(但

αω望 襯8-6の み は8秘oo伽 θα との ヘテ ロ を作 成 しな い 中 に 死 に絶 え た爲,ホ モ の も のを30。Cで

飼 育 して,他 の亜 型 との比 較 を行 つ た)。
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                        Resume 

   1. In this report two subtypes of succinea, succinea-7 (Figs. 1-5) and 
succinea-8 (Figs. 6-8), and three subtypes of axyridis, axyridis-4 (Figs. 9-11), 
axyridis-5 (Figs. 12-14) and axyridis-6 (Figs. 15, 16), are dealt with. Each of 
these subtypes is due to a factor (p7 = f actor for succinea-7, p8 = f actor for succinea-8, 
P4"~ = factor for axyridis-4, PA"5 = factor for axuridis-5 and P4-c = factor for ax yri-
dis-6) belonging to the same allelomorphic series as conspicua -(F°), gutta (PG), 
distincta (PD), transversi f ascia (PT), spectabilis (PS), rostrata (P1), axyridis-1(P4-1), 
axuridis-2 (PA-2), axyridis-3 (PA-3), f or ficula (PF), aulica-1 (P4u-1), aulica-2 (P4u-2), 
succinea-1 " (p1), succin. ea-2 (p2), succinea-3 (p3), succinea-4 (p4 ), succinea-5 (p°) 
and succinea-6 (p6). 

   2. The homozygoue of succinea-8 is missing. This gene apparently has a lethal 
effect in the homozygous state, or else it is closely linked with a lethal gene. 

   3. Eight subtypes can be distinguished among succinea, which are characterized 
by the mode of appearance, disappearance or confluence of individual spots. 

   4. Six subtypes can be distinguished among axyridis bred at 30°C; they are 
characterized by the configuration of individual orange spots.


